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※上記連結業績数値は、越智産業株式会社の連結業績数値であります。 

  

   

 

 
※上記連結財政状態は、越智産業株式会社の連結財政状態であります。 

  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

※上記予想は、ＯＣＨＩホールディングス株式会社の平成23年3月期の通期連結業績予想(平成22年4月1日～平成23年3

月31日)であります。 
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１．平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 32,428 △0.7 105 ― 345 ― 211 ―

22年3月期第2四半期 32,666 △8.5 △272 ― △8 ― △39 ―

1株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 42.78 ―

22年3月期第2四半期 △7.99 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 33,815 5,140 15.1 1,027.55

22年3月期 34,699 5,051 14.2 1,001.46

(参考) 自己資本 23年3月期第2四半期 5,097百万円 22年3月期 4,914百万円

２．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期(予想) ― 9.00 9.00

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 69,000 1.9 200 ― 600 42.3 250 280.6 50.59



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は

終了しております。 

  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信(添付資料)３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期2Ｑ 5,041,100株 22年3月期 5,041,100株

② 期末自己株式数 23年3月期2Ｑ 80,256株 22年3月期 133,406株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Ｑ 4,941,577株 22年3月期2Ｑ 4,983,094株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、急速な円高基調が進行したものの、新興国の需要

拡大が下支えし、輸出関連企業の収益は好調を維持しました。しかしながら、政策効果による消費者の

エコ関連商品に対する消費意欲が一巡したことにより、国内需要は横ばい程度にとどまり、内需型企業

や中小企業の収益は依然として大きな回復には至らず、設備投資や雇用情勢改善による消費の増加とい

う自律回復に向けた動きは明確にならない状況が続きました。  

 当住宅関連業界におきましては、国内における雇用情勢や所得に対する消費者の不安はなお払拭でき

ず、住宅関連に向かう消費マインドも大きな回復には至らないままの状況が続きました。当第２四半期

連結会計期間における新設住宅着工戸数につきましても、大幅に落ち込んだ前年の反動により前年同期

比6.2％増となったものの、依然として低水準のまま推移しました。  

 このような状況の中で当グループは、営業提案における他社との差別化や需要創造という従来からの

基本的な営業戦略を継続して推進すると同時に、住宅産業から住生活産業への事業領域の拡大を中期的

テーマとして掲げ、積極的な営業展開を行なってまいりました。さらには、持株会社体制への移行(平

成22年10月１日ＯＣＨＩホールディングス株式会社設立)に向けて、拠点単位の採算性の確保、組織構

造の体質強化を目的としてグループ内の一部統合・再編を推進するなど、グループ経営管理の効率化を

図ってまいりました。一方では、ヨドプレ㈱(兵庫県加西市)の株式を一部取得することにより関係会社

(持分法適用会社)とし、木造軸組プレカット事業の充実を図るなど、製品競争力の強化、収益基盤の強

化にも努めてまいりました。  

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、32,428,723千円(前年同四半期比△0.7％)と

概ね横ばいとなりました。損益面につきましては、売上総利益率の改善と経費の削減に取り組んでまい

りました結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は105,984千円(前年同四半期は営業損失272,293

千円)、経常利益は345,275千円(前年同四半期は経常損失8,729千円)、また、四半期純利益は211,424千

円(前年同四半期は四半期純損失39,827千円)と増益となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

＜建材住設販売＞ 

 市況が依然として低調に推移する中、従来からの重点方針である地域密着型の営業展開を積極的に推

進すると同時に、前連結会計年度より引続き拠点政策の見直しを行ない、機動力の強化と生産性の向上

を目的とし、営業拠点の統廃合を図ってまいりました。その結果、当事業の売上高は28,530,564千円、

営業利益は228,783千円となりました。 

  

＜生活用品販売＞ 

 季節商材については早期導入を方針とし、かつ重点販売商品を絞り込み、メーカーとの協力体制を強

化することにより得意先への販売展開に努めてまいりました。一方、消費低迷により販売不振が続く家

庭用品については高単価商材に比重をシフトすることにより利益率の向上を図り、また、住設関連商品

については積極的な企画提案営業を推進してまいりました。しかしながら、季節的変動要因もあり、当

事業の売上高は2,321,194千円、営業損失は70,866千円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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＜木材加工＞ 

 ストレッチカスタマーとの取引で蓄積した２×４コンポーネント、在来プレカット事業における品

質・工程管理、業務及び物流のノウハウを他の顧客との取引にも水平展開し、競争力の強化に注力して

まいりました。一方では、前連結会計年度においてスタートさせた西日本クラフト㈱の収益力の強化、

内部管理体制の確立に努め、かつヨドプレ㈱との資本提携により営業基盤の拡大を図ってまいりまし

た。その結果、当事業の売上高は1,659,692千円、営業利益は10,462千円となりました。 

  

資産合計は前連結会計年度末と比べ883,597千円(2.5％)減少し、33,815,638千円となりました。「受

取手形及び売掛金」が1,069,432千円減少しましたが、「現金及び預金」が77,813千円、「商品」が

74,853千円、「未成工事支出金」が100,335千円それぞれ増加しております。  

 負債合計は前連結会計年度末と比べ973,337千円(3.3％)減少し、28,674,860千円となりました。売掛

債権の回転率向上を中心とした運転資金の改善に努め、有利子負債の圧縮に注力した結果、「借入金

(長期・短期)」が853,064千円減少しております。  

純資産合計は前連結会計年度末と比べ89,739千円(1.8％)増加し、5,140,778千円となりました。四半期

純利益の計上などにより「利益剰余金」が167,255千円増加しております。 

  

平成22年11月５日に公表いたしました連結業績予想から修正は行なっておりません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平

成20年３月10日)を適用しております。 

 なお、当該変更に伴う損益に与える影響はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。 

 これにより、営業利益は3,530千円減少、経常利益は同額減少、税金等調整前四半期純利益は

13,104千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は27,225

千円であります。 

  

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12

月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「事業分

離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」

(企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

② 資産除去債務に関する会計基準の適用

③ 企業結合に関する会計基準等の適用

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,857,003 2,779,190

受取手形及び売掛金 17,410,679 18,480,111

商品 2,072,660 1,997,807

未成工事支出金 336,583 236,247

その他 380,628 355,286

貸倒引当金 △220,557 △226,640

流動資産合計 22,836,997 23,622,001

固定資産

有形固定資産

土地 5,626,634 5,825,208

その他（純額） 1,521,671 1,570,594

有形固定資産合計 7,148,305 7,395,802

無形固定資産 66,553 60,719

投資その他の資産

その他（純額） 4,080,126 4,106,085

貸倒引当金 △316,344 △485,373

投資その他の資産合計 3,763,782 3,620,712

固定資産合計 10,978,641 11,077,234

資産合計 33,815,638 34,699,236
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,594,859 18,490,421

短期借入金 4,341,528 6,169,048

未払法人税等 21,001 75,471

賞与引当金 204,337 194,172

その他 627,282 549,400

流動負債合計 23,789,009 25,478,513

固定負債

社債 20,000 30,000

長期借入金 2,656,878 1,682,422

退職給付引当金 507,560 517,412

役員退職慰労引当金 135,626 260,407

負ののれん 859,469 988,597

その他 706,316 690,845

固定負債合計 4,885,851 4,169,684

負債合計 28,674,860 29,648,197

純資産の部

株主資本

資本金 654,190 654,190

資本剰余金 659,117 663,188

利益剰余金 3,820,316 3,653,061

自己株式 △62,113 △116,420

株主資本合計 5,071,510 4,854,019

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 26,011 60,814

評価・換算差額等合計 26,011 60,814

少数株主持分 43,256 136,203

純資産合計 5,140,778 5,051,038

負債純資産合計 33,815,638 34,699,236
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 32,666,810 32,428,723

売上原価 29,308,901 28,877,098

売上総利益 3,357,909 3,551,624

販売費及び一般管理費 3,630,202 3,445,639

営業利益又は営業損失（△） △272,293 105,984

営業外収益

受取利息 10,810 9,233

受取配当金 11,838 10,751

仕入割引 98,546 94,515

不動産賃貸料 43,410 41,453

協賛金収入 7,485 9,106

負ののれん償却額 157,294 152,976

持分法による投資利益 － 14,026

雑収入 64,189 28,057

営業外収益合計 393,574 360,119

営業外費用

支払利息 46,581 37,967

手形売却損 765 163

売上割引 50,725 53,449

不動産賃貸費用 21,840 22,765

雑損失 10,097 6,482

営業外費用合計 130,010 120,827

経常利益又は経常損失（△） △8,729 345,275

特別利益

固定資産売却益 396 4,089

投資有価証券売却益 33,483 907

負ののれん発生益 － 6,025

償却債権取立益 7,922 1,600

特別利益合計 41,802 12,623

特別損失

固定資産売却損 400 －

固定資産除却損 363 2,625

投資有価証券売却損 － 10

投資有価証券評価損 332 19,507

出資金評価損 874 －

ゴルフ会員権評価損 － 1,647

減損損失 20,490 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,574

特別損失合計 22,461 33,365

税金等調整前四半期純利益 10,611 324,534

法人税、住民税及び事業税 90,206 16,955

法人税等調整額 △37,850 96,408

法人税等合計 52,356 113,364

少数株主損益調整前四半期純利益 － 211,170

少数株主損失（△） △1,917 △254

四半期純利益又は四半期純損失（△） △39,827 211,424
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 16,905,428 16,677,680

売上原価 15,170,878 14,813,728

売上総利益 1,734,550 1,863,951

販売費及び一般管理費 1,789,514 1,738,414

営業利益又は営業損失（△） △54,964 125,537

営業外収益

受取利息 5,955 4,476

受取配当金 2,316 2,779

仕入割引 47,511 48,243

不動産賃貸料 21,858 20,606

協賛金収入 6,765 6,414

負ののれん償却額 78,647 76,488

持分法による投資利益 － 7,828

雑収入 41,517 10,262

営業外収益合計 204,572 177,100

営業外費用

支払利息 21,880 18,785

手形売却損 540 73

売上割引 25,838 26,769

不動産賃貸費用 8,719 12,333

雑損失 8,027 4,591

営業外費用合計 65,005 62,552

経常利益 84,602 240,084

特別利益

固定資産売却益 － 4,089

投資有価証券売却益 32,983 907

投資有価証券評価損戻入益 24 －

負ののれん発生益 － 6,025

償却債権取立益 － 885

特別利益合計 33,008 11,908

特別損失

固定資産除却損 － 2,445

投資有価証券評価損 － 556

出資金評価損 162 －

ゴルフ会員権評価損 － 150

減損損失 17,237 －

特別損失合計 17,399 3,152

税金等調整前四半期純利益 100,211 248,841

法人税、住民税及び事業税 44,537 △7,069

法人税等調整額 43,679 84,843

法人税等合計 88,217 77,773

少数株主損益調整前四半期純利益 － 171,067

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,211 224

四半期純利益 13,205 170,843
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,611 324,534

減価償却費 85,453 100,527

減損損失 20,490 －

のれん償却額 35,146 23,848

負ののれん償却額 △157,294 △152,976

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,946 △105,555

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,541 10,164

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,095 △9,851

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △43,612 △124,781

工事損失引当金の増減額（△は減少） 580 －

受取利息及び受取配当金 △22,678 △19,984

支払利息 46,581 37,967

持分法による投資損益（△は益） － △14,026

有形固定資産売却損益（△は益） 3 △4,089

有形固定資産除却損 363 2,625

投資有価証券売却損益（△は益） △33,483 △897

投資有価証券評価損益（△は益） 332 19,507

負ののれん発生益 － △6,025

ゴルフ会員権評価損 － 1,647

出資金評価損 874 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,574

売上債権の増減額（△は増加） △531,925 1,186,425

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,334 △175,189

その他の流動資産の増減額（△は増加） 251,081 △37,347

その他の固定資産の増減額（△は増加） 15,718 △22,714

仕入債務の増減額（△は減少） △30,065 104,438

その他の流動負債の増減額（△は減少） 138,783 48,581

その他の固定負債の増減額（△は減少） 6,149 △8,747

小計 △245,807 1,187,656

利息及び配当金の受取額 22,648 19,984

利息の支払額 △45,632 △37,984

法人税等の支払額 △71,815 △43,070

営業活動によるキャッシュ・フロー △340,606 1,126,585
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,713 △2,205

定期預金の払戻による収入 7,900 2,903

短期貸付金の増減額（△は増加） 993 2,242

有形固定資産の取得による支出 △80,410 △44,094

有形固定資産の売却による収入 429 －

無形固定資産の取得による支出 △2,552 △1,690

投資有価証券の取得による支出 △9,289 △9,967

投資有価証券の売却による収入 60,538 10,912

投資有価証券の償還による収入 115 115

関係会社株式の取得による支出 － △89,856

事業譲受による支出 △227,582 －

長期貸付けによる支出 △2,750 －

長期貸付金の回収による収入 4,842 2,552

投資不動産の取得による支出 △523 －

投資不動産の売却による収入 － 38,394

投資活動によるキャッシュ・フロー △251,001 △90,693

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △271,000 △1,995,000

長期借入れによる収入 1,150,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △562,140 △558,064

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

リース債務の返済による支出 △1,119 △18,294

自己株式の取得による支出 △57,204 △28,946

配当金の支払額 △39,688 △43,944

少数株主への配当金の支払額 △2,180 △3,130

財務活動によるキャッシュ・フロー 206,667 △957,380

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △384,939 78,511

現金及び現金同等物の期首残高 3,473,801 2,749,879

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,088,861 2,828,390

ＯＣＨＩホールディングス株式会社(3166)　平成23年3月期　第2四半期決算短信

－ 10 －



該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

同一セグメントに属する建材販売事業及び材料込工事事業を行なっており、当該事業以外に事業の

種類がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっ

ているものであります。 

 当グループは、国内において「建材住設販売」、「生活用品販売」及び「木材加工」の三事業に取

り組んでおり、当該三事業を報告セグメントとしております。 

 「建材住設販売」は、主に国内の建材メーカー、代理店、商社より仕入れた住宅関連資材等を国内

の建材・材木販売店、ハウスメーカー、ゼネコン、工務店、ホームセンター等に販売しており、当グ

ループの業績の大半を占めているコア事業であります。 

 「生活用品販売」は、日常生活に必要な暖房機器をはじめとした商品を、主に国内メーカー、代理

店等から仕入れ、総合スーパー、ホームセンター、ドラッグストア等に販売しており、現在は北海道

を中心に東北エリアでの展開を行なっております。 

 「木材加工」は、主に国内のメーカー、代理店、商社より建材等を仕入れ、木造住宅を中心とした

構造躯体の加工組立販売を行ない、他社との差別化が図れる事業として取り組んでおります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １  セグメント利益の調整額△62,395千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△68,496千円、そ

の他の調整額6,101千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２建材住設 
販売

生活用品
販売

木材加工 計

売上高

  外部顧客への売上高 28,460,366 2,320,478 1,647,878 32,428,723 ― 32,428,723

  セグメント間の内部 
  売上高または振替高

70,198 715 11,814 82,728 △82,728 ―

計 28,530,564 2,321,194 1,659,692 32,511,451 △82,728 32,428,723

セグメント利益 
又は損失(△)

228,783 △70,866 10,462 168,380 △62,395 105,984

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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